	障害者自立支援法になって、心配に思うこと（不安に思うこと）はどのようなことですか。


○　旧法入所施設利用者

入所施設利用者では、「障害程度区分によって、必要なサービスが受けられるかどうか」や「サービスの利用などにかかる経済的な負担」の割合が多くなっています。

	
	身体障害者更生援護施設
	知的障害者援護施設
	精神障害者社会復帰施設

	
	本人
	保護者
	本人
	保護者
	本人
	保護者

	①　障害程度区分によって、必要な（希望する）サービスが受けられるかどうか。
	179

(19.8%)
	218

(24.8%)
	311

(25.9%)
	443

(21.0%)
	31

(15.7%)
	29

(23.6)

	②　施設の職員が減るなどして、サービスが低下しないかどうか。
	163

(18.0%)
	120

(13.7%)
	171

(14.2%)
	361

(17.1%)
	31

(15.7%)
	27

(22.0%)

	③　障害程度区分が、適正に判定されるかどうか。
	89

(9.8%)
	107

(12.2%)
	157

(13.1%)
	323

(15.3%)
	20

(10.2%)
	22

(17.9%)

	④　サービス利用料や食費などの経済的な負担。
	195

(21.5%)
	178

(20.3%)
	187

(15.6%)
	320

(15.1%)
	45

(22.8%)
	32

(26.0%)

	⑤　選べるサービスの種類が少ないこと。
	70

(7.7%)
	26

(3.0%)
	44

(2.7%)
	101

(4.8%)
	13

(6.6%)
	１

(0.8%)

	⑥　入院した場合の付き添いは誰がしてくれるのか。
	103

(11.4%)
	128

(14.6%)
	176

(14.7%)
	305

(14.4%)
	22

(11.2%)
	２

(1.6%)

	⑦　長期療養が必要になったり、慢性の病気にかかった場合のこと
	87

(9.6%)
	97

(11.0%)
	152

(12.7%)
	257

(12.2%)
	32

(16.2%)
	９

(7.3%)

	⑧　その他
	19

(2.1%)
	４

(0.5%)
	３

(0.2%)
	３

(0.1%)
	３

(1.5%)
	１

(0.8%)

	合　　計
	905

(100%)
	878

(100%)
	1,201

(100%)
	2,113

(100%)
	197

(100%)
	123

(100%)


※　端数処理により合計が一致しない場合があります。
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○　旧法通所施設等利用者

通所施設利用者では、「サービスの利用などにかかる経済的な負担」や「長期療養が必要になったり慢性の病気にかかった場合のこと」の割合が多くなっています。

	
	身体障害者
更生援護施設
	知的障害者
援護施設
	精神障害者
社会復帰施設
	小規模作業所

	
	本人
	保護者
	本人
	保護者
	本人
	保護者
	本人
	保護者

	①　障害程度区分によって、必要な（希望する）サービスが受けられるかどうか。
	53

(16.7%)
	54

(18.5%)
	127

(16.5%)
	208

(18.2%)
	６

(17.6%)
	２

(16.7%)
	６

(15.8%)
	６

(20.0%)

	②　施設の職員が減るなどして、サービスが低下しないかどうか。
	39

(12.3%)
	43

(14.7%)
	123

(16.0%)
	185

(16.2%)
	１

(2.9%)
	０

(0.0%)
	２

(5.3%)
	２

(6.7%)

	③　障害程度区分が、適正に判定されるかどうか。
	36

(11.3%)
	38

(13.0%)
	84

(10.9%)
	173

(15.2%)
	４

(11.8%)
	１

(8.3%)
	６

(15.8%)
	５

(16.7%)

	④　サービス利用料や食費などの経済的な負担。
	89

(28.0%)
	65

(22.3%)
	192

(25.0%)
	214

(18.8%)
	10

(29.4%)
	３

(25.0%)
	８

(21.1%)
	６

(20.0%)

	⑤　選べるサービスの種類が少ないこと。
	17

(5.3%)
	16

(5.5%)
	46

(6.0%)
	73

(6.4%)
	１

(2.9%)
	０

(0.0%)
	２

(5.3%)
	４

(13.3%)

	⑥　入院した場合の付き添いは誰がしてくれるのか。
	34

(10.7%)
	29

(9.9%)
	81

(10.5)
	117

(10.3%)
	４

(11.8%)
	２

(16.7%)
	４

(10.5%)
	３

(10.0%)

	⑦　長期療養が必要になったり、慢性の病気にかかった場合のこと
	49

(15.4%)
	43

(14.7%)
	114

(14.8%)
	171

(15.0%)
	６

(17.6%)
	３

(25.0%)
	９

(23.7%)
	４

(13.3%)

	⑧　その他
	１

(0.3%)
	４

(1.4%)
	１

(0.1%)
	０

(0.0%)
	２

(5.9%)
	１

(8.3%)
	１

(2.6%)
	０

(0.0%)

	合　　計
	318

(100%)
	292

(100%)
	768

(100%)
	1,141

(100%)
	34

(100%)
	12

(100%)
	38

(100%)
	30

(100%)


※　端数処理により合計が一致しない場合があります。
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○　新体系サービス事業所利用者

新体系事業所利用者では、「サービスの利用などにかかる経済的な負担」や「障害程度区分によって必要なサービスが受けられるかどうか」の割合が多くなっています。

	
	本　人
	保護者

	①　障害程度区分によって、必要な（希望する）サービスが受けられるかどうか。
	198

(21.8%)
	155

(25.9%)

	②　障害程度区分が、適正に判定されるかどうか。
	127

(14.0%)
	92

(15.4%)

	③　サービス利用料や食費などの経済的な負担。
	323

(35.6%)
	179

(29.9%)

	④　選べるサービスの種類が少ないこと。
	89

(9.8%)
	56

(9.3%)

	⑤　いろいろなサービスが低下しないかどうか
	161

(17.8%)
	115

(19.2%)

	⑥　その他
	９

(1.0%)
	２

(0.3%)

	合　　計
	907

(100%)
	599

(100%)


※　端数処理により合計が一致しない場合があります。
○　特別支援学校在校生

特別支援学校在校生では、「サービス利用料などの経済的負担」についてが約１／４となっています。

	
	本　人
	保護者

	①　障害程度区分によって、必要な（希望する）サービスが受けられるかどうか。
	37

(23.4%)
	212

(23.5%)

	②　障害程度区分が、適正に判定されるかどうか。
	24

(15.2%)
	132

(14.7%)

	③　サービス利用料や食費などの経済的な負担。
	41

(25.9%)
	229

(25.4%)

	④　選べるサービスの種類が少ないこと。
	24

(15.2%)
	126

(14.0%)

	⑤　いろいろなサービスが低下しないかどうか
	29

(18.4%)
	176

(19.5%)

	⑥　その他
	３

(1.9%)
	26

(2.9%)

	合　　計
	158

(100%)
	901

(100%)


※　端数処理により合計が一致しない場合があります。
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	今後、障害者福祉に必要だと思うことは何ですか？


○　旧法入所施設利用者

いずれの施設でも、本人、保護者ともに「希望すれば、受けたいサービスが受けられ、必要なサービスが続けて受けられること」が一番多くなっています。

※　複数回答　上位５項目

	
	１位
	２位
	３位
	４位
	５位

	身体障害者更生援護施設
	本　人
	希望すれば、受けたいサービスが受けられ、必要なサービスが続けて受けられること。

（２９．０％）
	サービスを利用するための費用負担を少なくすること。

（１３．２％）
	困ったときなどに気軽に助けてくれる人がいること。

（１０．０％）
	年金額をもっと増やすこと

（９．２％）
	自宅で暮らすためのサービス（ホームヘルプや外出支援など）を受けやすくすること（充実すること）。

（６．９％）

	
	保護者
	希望すれば、受けたいサービスが受けられ、必要なサービスが続けて受けられること。

（３９．４％）
	サービスを利用するための費用負担を少なくすること。

（１８．１％）
	短期入所ができる施設を増やしてほしい。

（８．３％）
	困ったときなどに気軽に助けてくれる人がいること。

（７．１％）
	年金額をもっと増やすこと

（６．０％）

	知的障害者援護施設
	本　人
	希望すれば、受けたいサービスが受けられ、必要なサービスが続けて受けられること。

（２９．４％）
	困ったときなどに気軽に助けてくれる人がいること。

（１２．４％）
	年金額をもっと増やすこと

（１０．９％）
	サービスを利用するための費用負担を少なくすること。

（８．７％）
	サービスを利用するための費用がいらないようにすること。

（７．３％）

	
	保護者
	希望すれば、受けたいサービスが受けられ、必要なサービスが続けて受けられること。

（３１．５％）
	サービスを利用するための費用負担を少なくすること。

（１２．３％）
	困ったときなどに気軽に助けてくれる人がいること。

（９．６％）
	年金額をもっと増やすこと

（８．５％）
	サービスを利用するための費用がいらないようにすること。

（８．０％）
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	１位
	２位
	３位
	４位
	５位

	精神障害者社会復帰施設
	本　人
	希望すれば、受けたいサービスが受けられ、必要なサービスが続けて受けられること。

（１８．９％）
	困ったときなどに気軽に助けてくれる人がいること。

（１４．１％）
	年金額をもっと増やすこと

（１１．９％）
	身近なところで気軽に相談ができること。

（９．３％）
	サービスを利用するための費用負担を少なくすること。

（９．３％）

	
	保護者
	希望すれば、受けたいサービスが受けられ、必要なサービスが続けて受けられること。

（２３．３％）
	サービスを利用するための費用負担を少なくすること。

（２１．７％）
	困ったときなどに気軽に助けてくれる人がいること。

（１９．２％）
	身近なところで気軽に相談ができること。

（１０．０％）
	いろいろな活動（趣味や交流など）の場があること。

（５．８％）


○　旧法通所施設利用者

身体障害者更生援護施設や知的障害者援護施設では、「今よりも工賃をもっともらいたい。」が、精神障害者社会復帰施設では「就職ができるように就職先を多くすること（もっと就職ができやすくすること）。」が一番多くなっています。
※　複数回答　上位５項目

	
	１位
	２位
	３位
	４位
	５位

	身体障害者更生援護施設
	本　人
	今よりももっと工賃をもらいたい。

（１７．３％）
	年金額をもっと増やすこと

（１２．２％）
	サービスを利用するための費用がいらないようにすること。

（１１．２％）
	サービスを利用するための費用負担を少なくすること。

（８．１％）
	困ったときなどに気軽に助けてくれる人がいること。

（７．９％）

	
	保護者
	困ったときなどに気軽に助けてくれる人がいること。

（１２．７％）
	サービスを利用するための費用負担を少なくすること。

（１１．０％）
	自宅で暮らすためのサービス（ホームヘルプや外出支援など）を受けやすくすること（充実すること）。

（１１．０％）
	希望すれば、受けたいサービスが受けられ、必要なサービスが続けて受けられること。

（１０．６％）
	サービスを利用するための費用がいらないようにすること。

（９．２％）
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※　複数回答　上位５項目
	
	１位
	２位
	３位
	４位
	５位

	知的障害者援護施設
	本　人
	今よりももっと工賃をもらいたい。

（１５．０％）
	希望すれば、受けたいサービスが受けられ、必要なサービスが続けて受けられること。

（１１．６％）
	困ったときなどに気軽に助けてくれる人がいること。

（１１．４％）
	サービスを利用するための費用がいらないようにすること。

（９．６％）
	年金額をもっと増やすこと

（９．５％）

	
	保護者
	希望すれば、受けたいサービスが受けられ、必要なサービスが続けて受けられること。

（１８．２％）
	サービスを利用するための費用がいらないようにすること。

（１０．６％）
	困ったときなどに気軽に助けてくれる人がいること。

（９．６％）
	サービスを利用するための費用負担を少なくすること。

（９．１％）
	短期入所ができる施設を増やしてほしい。

（８．２％）

	精神障害者社会復帰施設
	本　人
	就職ができるように就職先を多くすること（もっと就職ができやすくすること）。

（１５．３％）
	サービスを利用するための費用がいらないようにすること。

（１３．９％）
	今よりももっと工賃をもらいたい。

（１２．５％）
	病院などでかかる費用を少なくすること。

（１２．５％）
	社会（会社や近隣住民など）が障害のことをもっと理解すること。

（１１．１％）

	
	保護者
	身近なところで気軽に相談ができること。

（１０．５％）
	社会（会社や近隣住民など）が障害のことをもっと理解すること。

（１０．５％）
	サービスを利用するための費用負担を少なくすること。

（１０．５％）
	サービスを利用するための費用がいらないようにすること。

（１０．５％）
	病院などでかかる費用を少なくすること。

（１０．５％）

	小規模作業所
	本　人
	サービスを利用するための費用がいらないようにすること。

（１４．９％）
	病院などでかかる費用を少なくすること。

（１４．９％）
	困ったときなどに気軽に助けてくれる人がいること。

（１３．５％）
	年金額をもっと増やすこと

（９．５％）
	就職ができるように就職先を多くすること（もっと就職ができやすくすること）。

（８．１％）

	
	保護者
	困ったときなどに気軽に助けてくれる人がいること。

（１６．７％）
	就職ができるように就職先を多くすること（もっと就職ができやすくすること）。

（１４．３％）
	希望すれば、受けたいサービスが受けられ、必要なサービスが続けて受けられること。

（７．１％）
	自宅で暮らすためのサービス（ホームヘルプや外出支援など）を受けやすくすること（充実すること）。

（７．１％）
	いろいろな活動（趣味や交流など）の場があること。

（７．１％）
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○　新体系サービス事業所利用者
本人は、「今よりももっと工賃をもらいたい。」が、保護者は「希望すれば、受けたいサービスが受けられること。」が、一番多くなっています。

※　複数回答上位５項目

	
	１位
	２位
	３位
	４位
	５位

	本　人
	今よりももっと工賃をもらいたい。

（１４．４％）
	年金額をもっと増やすこと。

（１３．９％）
	希望すれば、受けたいサービスが受けられること。

（１０．１％）
	サービスを利用するための費用がいらないようにすること。

（８．９％）
	困ったときなどに気軽に助けてくれる人がいること。

（７．８％）

	保護者
	希望すれば、受けたいサービスが受けられること。

（１４．５％）
	年金額をもっと増やすこと。

（１１．０％）
	サービスを利用するための費用がいらないようにすること。

（９．５％）
	サービスを利用するための費用負担を少なくすること。

（８．７％）
	自宅で暮らすためのサービス（ホームヘルプや外出支援など）をもっと充実すること。

（８．０％）


○　特別支援学校在校生
　　　本人、保護者ともに「就職ができるように就職先を多くすること（もっと就職ができやすくすること）。」が多くなっています。

※　複数回答上位５項目

	
	１位
	２位
	３位
	４位
	５位

	本　人
	希望すれば、受けたいサービスが受けられること。

（１５．８％）
	就職ができるように就職先を多くすること（もっと就職ができやすくすること）。

（１４．９％）
	いろいろな活動（趣味や交流など）の場があること。

（９．９％）
	困ったときなどに気軽に相談ができること。

（９．０％）
	社会（会社や近隣住民など）が、障害のことをもっと理解すること。

（９．０％）

	保護者
	就職ができるように就職先を多くすること（もっと就職ができやすくすること）。

（１４．３％）
	希望すれば、受けたいサービスが受けられること。

（１２．９％）
	困ったときなどに気軽に相談ができること。

（９．５％）
	すぐに利用ができるよう、短期入所ができる施設を増やして欲しい。

（８．９％）
	サービスを利用するための費用負担を少なくすること。

（８．９％）
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（特別支援学校在校生（保護者）のみに質問・複数回答）

	必要だと思うことや、必要だと思う支援は何ですか？


　「②就学前から学校卒業までの一貫して継続した支援の仕組みづくり」が一番多く、その他には「⑨夏休みなどの長期休暇中の支援」や「⑩身近な場所で短期入所や日中一時支援などのサービスが受けられること」、「⑪身近な場所で専門的な療育支援が受けられること」が多くなっています。

※　保護者の回答のみ抜粋

	項　　　目
	回答割合

	①　障害の早期発見・早期療育の仕組みづくり
	８．７％

	②　就学前から学校卒業まで、一貫して継続した支援の仕組みづくり
	１０．５％

	③　保育士等の加配
	５．５％

	④　加配保育士や学校教職員の資質向上
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